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陸
上
競
技
部

陸
上
競
技
部 

　

現
在
二
年
生
一
名
、
一
年
生
三
名
と
人
数
は
少
な

く
、
種
目
も
バ
ラ
バ
ラ
で
す
が
、
毎
日
一
生
懸
命
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
厳
し
い
冬
季
練
習
を
乗
り
越

え
、
春
に
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
は
、
部

員
全
員
自
己
ベ
ス
ト
更
新
、
中
央
大
会
進
出
を
め
ざ

し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

サ
ッ
カ
ー
部

　

今
年
度
は
人
数
不
足
で
夏
の
選
手
権
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
三
年
生
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
二

人
に
と
っ
て
は
悔
し
さ
の
残
る
引
退
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
二
年
生
二
名
、
一
年
生
六
名
で
新
た
な
目
標

に
向
け
て
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
来

年
度
こ
そ
は
新
入
生
を
迎
え
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
二
人
、

そ
し
て
卒
業
生
が
応
援
に
く
る
こ

と
の
で
き
る
チ
ー
ム
づ
く
り
を
め

ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

硬
式
野
球
部

硬
式
野
球
部

二
年
生
六
名
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
二
名
）、
一
年
生
四

名
の
計
十
二
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
秋
季

大
会
で
は
一
回
戦
は
突
破
し
ま
し
た
が
、
二
回
戦
で

同
じ
公
立
高
校
の
汎
愛
高
校
に
敗

れ
ま
し
た
。
今
年
は
四
月
の
春
季

大
会
、
七
月
の

選
手
権
大
阪
大

会
に
て
「
公
式

戦
二
勝
」
を
目

標
に
日
々
練
習

に
励
ん
で
い
ま

す
。
三
月
十
六

日
か
ら
貝
塚
南

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
練
習
試
合
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

応
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

三
年
生
二
名
・
一
年
生
五
名
の
七
名
と
少

な
い
人
数
で
す
が
、
八
月
に
行
わ
れ
た
秋
季
大

会
で
は
、
強
豪
私
学
を
相
手
に
初
出
場
の
一
年

生
も
記
念
す
べ
き
得
点
を
あ
げ
る
な
ど
、
最
後

ま
で
笑
顔
で
戦
い
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
78
回
高
校
秋
季
総
合
体
育
大
会　

貝
塚
南
12(

６

ー
20　

６
ー
24)

44
大
商
学
園

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
現
在
二
年
生
七
人
、
一

年
生
四
人
の
計
十
一
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
部
員

間
の
仲
は
良
く
、
中
央
大
会
進
出
を
目
標
に
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
新
人
個
人
戦
予
選
で
は
ベ
ス

ト
八
に
一
ペ
ア
が
入
賞
、
総
合
体
育
大
会
団
体
戦
で

は
予
選
を
一
位
通
過
し
、
中
央
大
会
に
進
出
す
る
な

ど
と
実
力
を
着
実
に
つ
け
て
い

ま
す
。
現
在

は
春
の
大
会

で
結
果
を
残

す
こ
と
を
目

標
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
の

で
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は

現
在
二
年
生
六
人
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
中
央
大
会
進
出

を
目
標
に
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
公
立
大
会
予
選
で
は

ベ
ス
ト
八
に
一
ペ
ア
が
入
賞

し
ま
し
た
。
地
域
の
大
会
な

ど
も
積
極
的
に
参
加
し
、
実

力
を
着
実
に
つ
け
て
い
ま
す
。

現
在
は
春
の
大
会
で
結
果
を
残
す
こ
と
を
目
標
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

二
年
生
九
名
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

一
名
）、
一
年
生
九
名
（
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
二
名
）
で
活
気
よ
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
新
人
戦
大
会
で
は

勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
次
の
大
会
に
向
け
て

日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

三
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
大
会
と
な
る
七
月
の

総
体
予
選
で
は
、
ま
ず
は
一
勝
す
る
事
を
目
指
し

緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
試
合
に
挑
ん
だ
。
そ
の
結

果
、
三
年
生
の
持
前
の
粘
り
強
さ
と
一
年
生
の
活
躍

も
あ
り
第
一
試
合
で
は
久
米
田
高
校
に
第
一
セ
ッ
ト

を
デ
ュ
ー
ス
の
末
一
セ
ッ
ト
取
得
し
、
第
二
セ
ッ
ト

も
26
―
24
で
見
事
一
勝
を
収
め
た
。
三
年
生
が
引
退

し
、
現
在
は
二
年
生

二
名
、
一
年
生
五
名

で
次
の
一
月
の
新
人

大
会
に
向
け
て
日
々

練
習
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
予
選
、
新
人
戦
と
も
に
一
回

戦
敗
退
と
い
う
結
果
を
受
け
、
生
徒
た
ち
は
悔
し
い

思
い
を
し
、
再
度
チ
ー
ム
で
協

力
し
自
分
た
ち
の
目
標
「
大
阪

ベ
ス
ト
32
」
を
め
ざ
し
努
力
し

て
い
ま
す
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

現
在
、
二
年
生
二
名
・

一
年
生
三
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
少
な
い
人

数
で
す
が
、
自
分
た
ち

で
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
話

し
合
っ
て
決
め
た
り
、

お
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
た
り
と
生
徒
主
体

で
部
活
動
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
一
月
に
行
わ

れ
た
新
人
戦
で
は
、
個
々

に
応
じ
た
目
標
を
立
て
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
戦

い
抜
き
ま
し
た
。
結
果
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

部
員
ひ
と
り
ひ
と
り
に
と
っ
て
有
意
義
な
試
合
に
な

り
ま
し
た
。
貝
塚
南
24
ー
88
久
米
田

卓
球
部

卓
球
部

　

現
在
、
卓
球
部
は
三
年
生
五
人
、
一
年
生
一
人
の

計
六
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
剣
道
場
と

い
う
広
い
場
所
を
使
っ
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
主
に
基
礎
練
習
や
メ
ン
バ
ー
と
の
実
践
練
習
な

ど
を
行
っ
て
お
り
、
大
会
で

の
勝
利
を
目
ざ
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
メ
ン
バ
ー

と
の
練
習
だ
け
で
は
な
く
、

積
極
的
に
他
校
と
の
交
流
試

合
も
行
っ
て
い
ま
す
。
卓
球

の
経
験
が
あ
る
方
、
卓
球
に

少
し
で
も
興
味
が
あ
る
方
も

是
非
見
学
に
来
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
報
告

部部部
活活活
動動動
報報報
告告告
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
二

年
生
十
二
名
、
一
年
生

十
一
名
の
合
計
二
十
三
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
高

体
連
の
大
会
で
は
大
阪
ベ

ス
ト
16
に
な
る
な
ど
素
晴

ら
し
い
成
績
を
残
し
て
い

る
。
三
月
に
は
合
宿
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ

ら
な
る
活
躍
が
期
待
で
き

る
。
来
年
度
は
今
年
度
以
上
の
成
績
を
残
す
べ
く
練

習
に
励
ん
で
い
る
。

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

　

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
は
、

現
在
一
年
生
の
部
員
が
九
人
に

増
え
ま
し
た
。
二
〇
二
三
年
度

の
目
標
を
公
式
戦
参
戦
と
し
て
、

日
々
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
秋
大
会
参
加
を
果
た
し
ま

し
た
。
参
加
校
は
名
だ
た
る
強

豪
校
ば
か
り
の
大
会
で
し
た

が
、
途
中
で
棄
権
す
る
こ
と

も
な
く
無
事
自
力
で
下
山
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
知

識
的
に
も
体
力
的
に
も
ま
だ

ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
は
山
積
み
で
す
が
、
公
式
戦
参

戦
二
年
目
に
む
け
て
部
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

柔
道
部

柔
道
部

　

柔
道
部
は
、週
四
日
活
動
し
て
い
ま
す
。火
・
水
・
金
・

土
曜
日
は
技
術
練
習
を
し
、
特
に
土
曜
日
は
他
校
へ

行
き
合
同
練
習
し
て
い
ま
す
。
未
経
験
か
ら
で
も
十

分
に
活
躍
し
黒
帯
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

剣
道
部

剣
道
部

　

三
年
生
一
名
、
二
年
生
四
名
、
一
年
生
二
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
活
動
日
は
水
曜
日
と
金
曜
日
。
練

習
量
は
多
く
は
な
い
で
す
が
、
一
月
の
新
人
大
会
に

参
加
し
、
力
を
試
し
ま
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｓ
部

Ｅ
Ｓ
Ｓ
部

　

現
在
、
部
員
三
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
活
動
場
所
は
二
号
棟
四

階
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ 

Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ

で
毎
週
火
曜
日
の
放
課
後
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
木
曜
日
の

お
昼
休
み
に
は
拡
大
英
会
話
サ
ロ

ン
を
開
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
一

学
期
に
は
エ
ネ
ス
ト
先
生
を
カ
メ

ル
ー
ン
よ
り
迎
え
、
代
わ
っ
て
二

学
期
よ
り
新
た
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
か

ら
ロ
ク
サ
ン
ヌ
先
生
を
迎
え
ま
し

た
。
全
く
タ
イ
プ
の
違
う
お
二
人

の
先
生
と
の
会
話
を
楽
し
め
た
年

で
し
た
。
ま
た
夏
に
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｃ

国
際
学
院
の
会
話
レ
ッ
ス
ン
に
他
校
の
高
校
生
と
共

に
参
加
し
て
、旅
行
英
会
話
を
学
び
ま
し
た
。さ
ら
に
、

一
月
の
大
阪
府
教
育
庁
主
催
の
国
際
会
議
に
参
加
し
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
な
ど
の
海
外
の

高
校
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が

出
来
、
日
頃
の
レ
ッ
ス
ン
の
成
果
を
試
す
実
践
の
場

と
な
り
、
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

華
道
部

華
道
部

　

華
道
部
は
火
曜
日
の
放
課
後
、

被
服
室
で
講
師
の
藤
院
未
生
流
・

南
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な

生
け
花
以
外
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
や
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
、
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
な
ど
も
制
作
し

て
い
ま
す
。
文
化
祭
で
は
部
員
全

員
が
生
け
花
の
展
示
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
自
由
に
自
分
た

ち
ら
し
く
生
け
花
を
楽
し
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

茶
道
部

茶
道
部

　

茶
道
部
は
、
現
在
一
年
生
七
名
、
二
年
生
三
名
、

三
年
生
二
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
年
生
に
四
名

の
男
子
部
員
が
入
部
し
、
男
手
前
に
触
れ
る
機
会
が

出
来
ま
し
て
、
お
茶
の
先
生
が
張
り
切
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
文
化
祭
で
は
、
中
庭
で
お
茶
会
を
し
ま
し
た
。

茶
道
の
先
生
が
、
お
抹
茶
に

合
う
可
愛
い
お
茶
菓
子
を
用

意
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
場
で
部
員
が
お
抹
茶
を
た

て
お
茶
菓
子
と
と
も
に
お
客

様
に
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

浴
衣
は
任
意
で
す
。
水
曜
日

に
三
号
棟
一
階
の
作
法
室
で

本
格
的
に
茶
道
を
体
験
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。和
気
藹
々

と
楽
し
く
お
稽
古
し
て
ま
す
。
気
軽
に
見
学
に
来
て

下
さ
い
ね
。

軽
音
楽
部

軽
音
楽
部

　

現
在
、
一
年
十
二
名
二
年
十
四
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
一
月
六
日
に
は
、貝
塚
高
校
、佐
野
工
科
高
校
、

貝
塚
第
三
中
学
校
、
泉
南
中
学
校
と
合
同
演
奏
会
を

山
手
地
区
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
最

終
演
目
を
本
校
の
二
年
生
バ

ン
ド
が
務
め
、
ア
ン
コ
ー
ル

ま
で
演
奏
す
る
ほ
ど
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
学
校
と
定
期
的
に
演

奏
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す

の
で
、
部
員
で
な
い
生
徒
や

保
護
者
様
も
是
非
見
に
来
て

く
だ
さ
い
！
次
回
の
山
手
地

区
公
民
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
は

三
月
三
十
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
に
も
校

外
の
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て

く
の
で
、
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

将
棋
部

将
棋
部

　

考
査
前
を
除
き
、
毎
週
水
曜
日
に
化
学
講
義
室
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
部
員
数
は
、
二
年
生

二
名
と
一
年
生
一
名
の
計
三
名
で
す
。
来
年
度
に
新

入
部
員
を
増
や
し
リ
ー
グ
戦
や
総
当
た
り
戦
な
ど
を

行
い
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

写
真
部

写
真
部

　

今
年
は
三
年
生

を
中
心
に
十
二
名

で
活
動
し
ま
し
た
。

体
育
祭
や
文
化
祭
、

貝
南
サ
ミ
ッ
ト
な

ど
の
学
校
行
事
や

ク
ラ
ブ
活
動
の
撮
影
、
長
期
休
暇
中
の
自
由
撮
影
等

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
五
十
周
年
行
事
で
は
動
画

の
写
真
素
材
撮
影
で
協
力
し
ま
し
た
。
製
作
し
た
作

品
は
二
階
渡
り
廊
下
に
展
示
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
芸
文
連
主

催
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

美
術
部

美
術
部

　

現
在
一
年
〜
三
年
合
わ
せ
て

十
六
名
の
部
員
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
毎
年
夏
休
み
に
開
催
さ
れ

る
「
高
校
展
」
や
今
年
の
一
月
末

に
熊
取
の
煉
瓦
館
に
て
開
催
さ
れ

た
「
Ｈ
ブ
ロ
ッ
ク(

旧
八
、九
学

区)

展
」
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
展
に
は
十
名
の

部
員
が
出
品
し
ま
し
た
。
他
に
も

ク
ラ
ブ
活
動
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
作
品
制
作
に
力
を
入
れ
、
皆
さ

ん
に
美
術
に
対
し
少
し
で
も
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

家
庭
科
部

家
庭
科
部

　

毎
週
金
曜
日
に
お
菓
子
を
作
っ
て

い
ま
す
。
各
学
年
で
作
り
た
い
お
菓

子
を
決
め
、
レ
シ
ピ
を
探
し
、
買
い

出
し
を
し
て
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
三
年
ぶ
り
に
文
化
祭

で
チ
ョ
コ
ス
コ
ー
ン
を
出
店
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

み
ん
な
で
楽
し
く
お
菓
子
作
り
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



令和 6年２月 28日発行 大阪府立貝塚南高等学校ＰＴＡ会報 第 141号　（12）

ベ
ン
ト
で
普
段
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
多
く

の
人
に
ダ
ン
ス
で
笑
顔
を
届
け
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
現
在
は
二
年
生
三
名
、
一
年
生
三
名

の
計
六
名
で
活
動
し
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
の
動
画
（
貝
塚
南
は
18
分
13
秒

頃
か
ら
）
は
こ
ち
ら　

↓

生
徒
会

生
徒
会

　

生
徒
会
執
行
部
で
は
、
学
校
行
事
の
運
営
に
関
わ

り
、
体
育
祭
や
文
化
祭
の
準
備
・
開
祭
宣
言
な
ど
生

徒
会
主
体
で
行
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
で
は
生
徒
会
役
員
が
中
学
生
・
保
護
者
の
前

で
学
校
紹
介
の
プ
レ
ゼ
ン
を

行
い
、
校
内
案
内
を
実
施
し

ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
や
原
稿

も
自
分
た
ち
で
作
成
し
、
大

変
で
し
た
が
貴
重
な
経
験
が

出
来
ま
し
た
。
今
後
も
、
よ

り
貝
南
生
が
過
ご
し
や
す
く

楽
し
い
学
校
に
な
る
よ
う
に

企
画
を
考
え
た
り
、
行
事
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

放
送
部

放
送
部

　

八
名
の
部
員
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
毎
日
昼
休
み
に
は
「
貝

南
ラ
ン
チ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
を

放
送
中
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
テ
ー
マ
ご
と
の
リ
ク
エ
ス

ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
体
育
祭
や
式
典
（
入
学
式
・

卒
業
式
）
で
は
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
行
事
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
部

パ
ソ
コ
ン
部

　

パ
ソ
コ
ン
部
は
現
在
、
二
年
生
一
名
、
一
年
生
七
名

の
計
八
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
日
は
月
・
火
・

水
曜
日
の
放
課
後
で
す
。
月
曜
日
に
は
部
員
全
員
で

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
主

に
ゲ
ー
ム
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
ピ

ン
グ
練
習
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
系
の
資
格
試
験
の
練
習

を
行
っ
て
い
る
部
員
も
い
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
部

イ
ラ
ス
ト
部

普
段
は
四
階
の
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
で
思
い
思
い
の
イ

ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
ま
す
。
画

材
は
色
紙
、
コ
ピ
ッ
ク
等
を

使
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最

近
は
デ
ジ
タ
ル
作
品
も
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
ペ
ン

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
皆
で
コ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
世
界
に
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

吹
奏
楽
部

吹
奏
楽
部

♪
七
月
二
十
八
日(

金)

大
阪
府

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
南
地

区
大
会(

フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ
堺)

十
二
回
連
続
で
金
賞
を
受
賞
し

初
の
三
年
連
続
の
府
大
会
出
場

が
決
定
し
ま
し
た
。

♪
八
月
十
四
日(

月)

吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
大
阪
府
大
会(

大
東

市
・
サ
ー
テ
ィ
ホ
ー
ル)

銅
賞

と
い
う
結
果
と
な
り
、
三
年
連
続
府
大
会
金
賞
と

い
う
目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
後
ま

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

♪
九
月
三
十
日(

土)

文
化
祭
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
演

奏
し
ま
し
た
。流
行
り
の「
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ミ
ッ
キ
ー
」

で
は
多
く
の
人
が
一
緒
に
踊
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

♪
十
月
二
十
八
日(

土)

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ

フ
開
会
式(

二
色
浜
公
園)

市
立
第
四
中
学
校
、

第
五
中
学
校
、
府
立
貝
塚
高
校
と
一
緒
に
演
奏
し

ま
し
た
。

♪
十
一
月
三
日(

金
祝)

岸
和
田
カ
ン
カ
ン
吹
奏
楽

フ
ェ
ス
タ
近
隣
の
中
学
・
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

も
聴
く
こ
と
が
で
き
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

♪
十
一
月
十
九
日(

日)

貝
塚
南
高
校
創
立
50
周
年

記
念
式
典(

コ
ス
モ
ス
シ
ア
タ
ー
大
ホ
ー
ル)

オ
ー

プ
ニ
ン
グ
演
奏
を
し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆

さ
ん
に
も
演
奏
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

♪
十
一
月
二
十
三
日(

木
祝)

南
大
阪
オ
ー
タ
ム
コ

ン
サ
ー
ト(

コ
ス
モ
ス
シ
ア
タ
ー)

近
隣
の
高
校
・

市
民
バ
ン
ド
の
演
奏
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

♪
十
二
月
二
十
四
日(

日)

大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト(

八
尾
市
・
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル)

一
、

二
年
生
の
み
の
菅
打
六
重
奏
で
出
場
し
銀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

♪
一
月
六
日(

土)
泉
南
四
季
音
楽
祭(

泉
の
森
ホ
ー

ル)

泉
南
地
区
の
中
学
・
高
校
合
わ
せ
て
三
高
が

参
加
し
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

♪
一
月
二
十
一
日(

日)
堺
市
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト(

堺
市
立
東
文
化
会

館)

一
、二
年
生
の
み
の
菅

打
六
重
奏
で
出
場
し
銀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

♪
一
月
二
十
七
日(

土)

コ
ス

モ
ス
吹
奏
楽
カ
ー
ニ
バ
ル

(

コ
ス
モ
ス
シ
ア
タ
ー)

午

前
中
は
近
隣
の
中
学
・
高
校

の
演
奏
を
聴
き
、
午
後
は
プ

ロ
の
楽
団(

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ)

と

共
演
し
ま
し
た
。

♪
二
月
四
日(

日)

貝
塚
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
創
設
60
周

年
記
念
式
典
で
の
演
奏
を
依

頼
さ
れ
、
三
年
生
や
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
と
共
に
演
奏
し
ま
し

た
。

♪
管
弦
打
楽
器
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
大
阪
狭
山
大
会
予

選　

三
年
奥
田
彩
花
さ
ん
が
金
賞
（
代
表
）
を
受

賞
し
、
本
選
で
も
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
三
年
生
が
引
退
し
、
二
年
生
二
人
、

一
年
生
五
人
と
い
う
「
超
」
小

編
成
で
の
活
動
が
続
い
て
い
ま

す
。
演
奏
面
で
引
退
し
た
三
年

生
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
も
手
伝
っ

て
い
た
だ
き
、
助
か
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
部
員
募
集
中
で

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
を
元

気
づ
け
ら
れ
る
音
楽
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
部
員
一
同
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

♪
六
月
十
五
日(

土)

第

四
十
四
回
定
期
演
奏
会
を
貝

塚
市
民
文
化
会
館
（
コ
ス
モ

ス
シ
ア
タ
ー
中
ホ
ー
ル
）
で

開
催
予
定
で
す
。
是
非
お
い

で
く
だ
さ
い
。

合
唱
部

合
唱
部

　

現
在
部
員
は
二
年
生
一
名
で
す
。
春
の
新
入
生
勧

誘
の
た
め
に
動
画
を
作
成
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
い
ろ
ん
な
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
歌

え
る
曲
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

演
劇
部

演
劇
部

　

演
劇
部
は
、
二
年
生
二
名
、
一
年
生
六
名
の
計
八

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
は
発
声
や
筋
ト
レ
、

滑
舌
な
ど
の
基
本
練
習
に
週
二
回
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
は
、
来
年
度
の
文
化
祭
と
大
会
出
場
に
向
け
、

皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
舞
台
を
作
る
た
め
に
、
一
生
懸

命
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
！

ダ
ン
ス
同
好
会

ダ
ン
ス
同
好
会

　

夏
に
は
「
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
ア

ム　

地
域
大
会
」
に
出
場
し
、
ダ
ン

ス
同
好
会
と
し
て
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
二

学
期
は
文
化
祭
と
五
十
周
年
記
念
式
典
、
校
内
イ

編

集

後

記

48
期
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
保
護

者
の
皆
様
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
制
限
が
無
く
な
り
通
年

通
り
行
事
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
創
立
50
周
年
の
記
念
の
行
事
も

あ
り
、
貴
重
な
体
験
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
学
校
で
の
色
々
な

経
験
を
活
か
し
て
、
皆
様
が
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
事
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。
爽
風
発
行
に
際
し
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
委
員
長　

烏
野　

純
子
】


